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当
局
管
内
の
静
岡
県
及
び
山
梨
県
に
か

け
て
は
、
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
及
び
中
央

構
造
線
の
影
響
を
強
く
受
け
、
地
形
は
急

峻
で
地
質
も
断
層
破
砕
帯
に
よ
り
脆
弱
で

崩
壊
し
や
す
い
地
層
と
な
っ
て
お
り
、
数

多
く
の
崩
壊
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
崩
壊
発
生
源
の
復
旧
等
に
当
た
っ

て
は
、
従
前
よ
り
総
合
的
な
治
山
施
設
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
過
去
に
施
工
し
た

工
事
を
検
証
し
た
場
合
に
、
特
に
重
要
な

工
種
と
し
て
山
腹
崩
壊
地
に
お
け
る
法
切

工
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

過
去
の
事
例
で
は
、
施
工
当
初
は
山
腹

が
安
定
・
緑
化
し
、
成
功
し
た
か
の
よ
う

に
見
え
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
10
年
20
年

と
経
年
し
て
い
く
う
ち
に
、
降
雨
に
よ
る

浸
食
、
凍
結
融
解
等
の
影
響
を
受
け
前
述

の
地
質
特
性
も
あ
り
山
腹
頭
部
よ
り
再
崩

壊
す
る
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
従
来
は
一

般
的
に
人
力
に
よ
り
法
切
工
が
行
わ
れ
て

お
り
、
急
傾
斜
地
で
の
作
業
と
い
う
こ
と

も
あ
り
多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
、
ま

た
、
足
場
が
悪
く
上
下
作
業
が
出
来
な
い

た
め
、
同
一
施
工
地
内
で
複
数
箇
所
の
作

業
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
自

ず
と
法
切
量
が
限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
た

め
、
源
頭
部
が
安
定
す
る
地
山
ま
で
の
法

切
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
と
近
年
の
技
術
開
発

の
進
展
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
お
い

て
も
作
業
が
可
能
な
高
所
法
面
掘
削
機

（
Ｒ
Ｃ
Ｍ
・
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
）
が
開
発
さ
れ
、
機
械
施
工
に
よ
る
法

切
等
、
新
工
法
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

高
所
法
面
掘
削
機
と
は
、
従
来
の
バ
ッ

ク
ホ
ウ
に
ウ
ィ
ン
チ
を
搭
載
し
、
上
部
に

ア
ン
カ
ー
を
設
置
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

で
機
械
を
支
え
、
常
に
水
平
を
維
持
で
き

る
よ
う
旋
回
装
置
と
走
行
装
置
と
の
間
に

特
殊
な
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
設
け
た
機

械
で
あ
り
、
急
傾
斜
で
の
斜
面
作
業
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
危
険
箇
所
で
の
作
業
が
安
全
に

行
え
る
よ
う
、
ラ
ジ
オ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
遠
隔
操
作
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
力
作
業
に
比
べ
施
工
期
間
も
大
幅
に

短
縮
し
つ
つ
、
安
全
に
崩
壊
面
を
安
定
勾

配
す
る
ま
で
切
り
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
法
面
の
状
態
に
応

じ
た
工
種
工
法
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
再

崩
壊
を
起
こ
す
危
険
性
を
大
幅
に
減
ら
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

機
械
に
よ
る
施
工
を
行
う
こ
と
で
作
業

の
安
全
性
の
向
上
、
施
工
コ
ス
ト
及
び
施

工
期
間
の
圧
縮
を
図
る
と
と
も
に
、
経
年

に
よ
る
再
崩
落
の
減
少
に
よ
り
、
今
後
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
資
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
年
々
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
安
全
に
、
よ
り
安

価
で
高
品
質
な
施
工
を
行
う
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
今
後
も
新
工
法
の
導
入
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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11
月
9
日(

月)

、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
別
研

修
で
イ
ン
ド
環
境
森
林
省
森
林
保
全
局
、

森
林
教
育
委
員
会
、
森
林
管
理
中
央
学
校

の
研
修
生
が
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
管
内

を
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
に
お

い
て
関
東
森
林
管
理
局
の
取
組
や
利
根
沼

田
署
の
管
内
概
要
を
説
明
し
た
後
、
「
い

き
も
の
村
」
で
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概

要
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
、

茂
倉
沢
に
あ
る
治
山
工
事
箇
所
で
、
ダ
ム

中
央
部
撤
去
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し

た
。研

修
生
か
ら
は
、
イ
ン
ド
と
日
本
で
は

「
地
域
」
の
捉
え
方
、
地
方
政
府
の
階
層

や
仕
組
み
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
の
で
、

詳
細
な
質
疑
を
求
め
ら
れ
た
ほ
か
、
官
民

協
働
の
仕
組
み
や
地
元
と
連
携
し
た
森
林

環
境
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
関
心
が
高
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

イ
ン
ド
の
森
林
に
は
四
季
の
変
化
が
な

く
緑
か
焦
げ
茶
色
し
か
存
在
し
な
い
と
の

こ
と
で
、
茂
倉
沢
の
紅
葉
に
は
感
嘆
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
10
日(

火)

、
茂
倉
沢
の
治
山
ダ
ム

中
央
部
撤
去
工
事
に
つ
い
て
、
報
道
関
係

者
、
県
、
漁
業
協
同
組
合
等
約
20
名
を
対

象
に
現
地
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
東
森
林
管
理
局
か
ら
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
茂
倉
沢
治
山
事
業
の
概

要
を
説
明
し
た
後
、
治
山
ダ
ム
の
中
央
部

撤
去
は
渓
流
の
上
流
と
下
流
の
連
続
性
を

確
保
し
、
自
然
本
来
の
渓
流
環
境
の
復
元

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
自
然
再
生
の
取
り
組
み
の

一
環
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
治
山
ダ
ム
が
本
来
持
っ
て
い
る

土
砂
の
堆
砂
機
能
、
防
災
機
能
に
つ
い
て

も
解
説
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
防
災
面
を
考
慮
し
て

下
流
に
作
設
す
る
保
全
工
の
設
置
理
由
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。今

後
は
渓
流
環
境
復
元
と
防
災
の
両
立

を
図
る
た
め
、
魚
類
等
の
生
息
環
境
へ
の

影
響
や
土
砂
の
移
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

(

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー)

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
開
か
れ
た

国
民
の
森
林
」
の
実
現
に
向
け
、
国
有
林

野
等
の
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の

意
見
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
会
議
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
11
月
20
日
（
金
）
に
東
京
都

霞
ヶ
関
の
法
曹
会
館
に
お
い
て
、
各
地
域

の
代
表
市
町
村
長
11
名
参
加
の
基
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
局
長
か
ら
「
国
民
視
点
に
立
っ

た
管
理
経
営
の
た
め
に
、
多
く
の
ご
指
摘

を
頂
き
た
い
。
」
ま
た
、
林
野
庁
国
有
林

野
部
長
か
ら
は
、
「
林
業
、
ひ
い
て
は
地

域
活
性
化
の
た
め
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
頂
き
た
い
。
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。続

い
て
、
林
野
庁
・
局
に
よ
る
事
業
説

明
の
後
、
各
事
業
や
森
林
・
林
業
施
策
等

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

頂
い
た
貴
重

な
ご
意
見
を
基

に
、
国
民
視
点

に
立
っ
た
国
有

林
野
の
管
理
経

営
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
室
）

（３）平成２１年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６９号

ＪＩＣＡ研修生を迎えて

熱心に説明を聞く出席者

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
別
研
修
・
イ
ン
ド
環
境
森
林
省

茂
倉
沢
治
山
事
業
・
現
地
説
明
会
の
開
催

治山ダムの中央部撤去工事等を説明

「関
東
森
林
管
理
局
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
長
有
志

連
絡
協
議
会｣

を
開
催



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
地
元
の
小
学

生
を
対
象
に
「
子
ど
も
樹
木
博
士
」
の
認

定
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
樹
木
博
士
」
は
、
子
ど
も
達

が
樹
木
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
通
じ
て
樹

木
を
知
り
、
森
林
や
自
然
環
境
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
樹
木
や
森
林
に
関
心
を
持
つ

と
と
も
に
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
森
林
に
関
わ
る

大
学
、
研
究
所
、
団
体
及
び
個
人
で
構
成

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
子
ど
も
樹
木

博
士
認
定
活
動
推
進
協
議
会
」
の
下
に
運

営
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
樹
木
博
士
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
進
め
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

当
森
林
管
理
局
は
、
こ
の
活
動
の
実
施

機
関
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
毎
年
2
回

認
定
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
26
日
（
月
）
安
中
市
立
細
野
小
学

校
の
3
年
生
19
人
と
4
年
生
13
人
は
、
小

根
山
森
林
公
園

（
群
馬
森
林
管

理
署
管
内
の
安

中
市
松
井
田
町
）

内
に
あ
る
コ
ブ

シ
、
イ
ロ
ハ
カ

エ
デ
、
ホ
オ
ノ

キ
な
ど
の
樹
木

に
つ
い
て
、
名

前
の
由
来
や
特
徴
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
「
子
ど
も
樹
木
博
士
テ
ス
ト
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
秋
雨
の
降
る
寒
い
日
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
傘
を
差
し
な
が
ら
熱

心
に
説
明
を
聞
き
、
一
生
懸
命
メ
モ
を
と

る
な
ど
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
て
、
参
加

し
た
全
児
童
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

11
月
5
日
（
木
）
前
橋
市
立
岩
神
小
学

校
の
3
年
生
61
人
が
、
当
森
林
管
理
局
敷

地
内
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
ブ
ナ

な
ど
の
樹
木
の
こ
と
や
、
森
林
に
は
降
っ

た
雨
を
浸
透
さ
せ
て
蓄
え
る
力
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
模
型
を
使
っ
て
楽
し
く
勉
強
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
議
室
に
移
動
し
て
「
子

ど
も
樹
木
博
士
テ
ス
ト
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
全
児
童
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

当
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
の
よ
う
な
機

会
の
提
供
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
達
に
、
樹
木
や
自
然
に
興
味
を
持

ち
「
森
林
を
大
切
に
し
よ
う
。
」
と
い
う

優
し
い
心
を
養
っ
て
も
ら
え
れ
る
よ
う
活

動
し
て
い
ま
す
。

治
山
研
究
会
主
催
の
治
山
研
究
発
表
会

が
11
月
4
か
ら
5
日
に
東
京
都
代
々
木
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
都
道
府
県
、
森
林

管
理
局
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
等
が
参

加
し
ま
し
た
。

発
表
は
「
治
山
計
画
、
地
す
べ
り
の
取

組
」
「
緑
化
、
森
林
造
成
・
整
備
の
取
組
」

「
斜
面
・
渓
流
対
策
等
の
取
組
」
「
木
材
・

現
地
発
生
材
利
用
、
環
境
へ
の
配
慮
等
の

取
組
」
の
4
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
別
に
計
50

課
題
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
局
で
は
、
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
の

坂
所
長
補
佐
、
相
澤
技
術
専
門
官
に
よ
り
、

ば

ん第
3
セ
ク
シ
ョ
ン
「
斜
面
・
渓
流
対
策
等

の
取
組
」
の
中
で
、
「
上
千
枚
沢
に
お
け

る
治
山
ダ
ム
の
機
能
強
化
対
策
」
を
発
表

し
ま
し
た
。

平成２１年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６９号（４）

放水路の摩耗防止

大井川治山センター所長補佐

下流の洗掘防止

安
中
市
立
細
野
小
学
校

前
橋
市
立
岩
神
小
学
校

小根山森林公園にて

局構内の樹木を利用して

関
東
森
林
管
理
局

▽

計
画
部

計
画
課
長

齋
藤

哲

（
東
北
森
林
管
理
局

計
画
部

計
画
課
長)

新
任
幹
部
を

紹
介
し
ま
す
。

12
月
１
日
付
け

（

）
は
前
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小
笠
原
諸
島
は
日
本
列
島
か
ら
約
１

０
０
０

km
南
の
太
平
洋
上
に
散
在
す
る

30
余
り
の
島
々
で
、
そ
こ
に
は
独
自
の
進

化
を
遂
げ
た
小
笠
原
固
有
の
希
少
な
動
植

物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
こ
の
小
笠
原
諸
島
を
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
す
べ
く
、
9
月
末
に

推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
へ
仮
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
推
薦
書
に
は
、
推
薦
国
と
し
て
は
初

め
て
と
な
る
推
薦
後
3
年
間
に
取
り
組
む

外
来
種
対
策
の
目
標
を
島
毎
に
定
め
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
添
付
し
て
お
り
、
小

笠
原
に
お
い
て
、
世
界
自
然
遺
産
と
し
て

の
価
値
を
保
全
す
る
た
め
に
外
来
種
対
策

を
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

東
京
事
務
所
で
は
、
外
来
種
の
駆
除
や

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
進
め
る
た
め
に
、

小
笠
原
母
島
観
光
協
会
等
と
共
催
し
、
関

東
一
円
と
小
笠
原
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
「
小
笠
原
原
生
植
生
回
復
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

in
母
島
パ
ー
ト
Ⅷ
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

関
東
地
方
や
遠
く
は
大
阪
府
か
ら
参
加

い
た
だ
い
た
19
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

11
月
5
日
に
東
京
の
竹
芝
桟
橋
を
出
発
し
、

約
28
時
間
の
船
旅
を
経
て
6
日
母
島
に
到

着
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皆
さ
ん
船
の
疲

れ
も
な
く
、
母
島
観
光
協
会
の
案
内
で
戦

跡
の
あ
る
静
沢
の
森
遊
歩
道
を
散
策
し
ま

し
た
。
夕
日
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
希

に
太
陽
が
緑
色
に
輝
い
た
よ
う
に
ま
た
た

く
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
6
日
は
雲

に
遮
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
７
日
、
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

す
る
桑
の
木
山
に
は
、
島
内
か
ら
12
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
等
総
勢
44
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

過
去
に
は
、
小
笠
原
ま
で
行
き
な
が
ら
台

風
で
作
業
が
で
き
な
か
っ
た
時
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

実
質
的
に
７
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
作
業
地
の
外
来
種
対
策
は
、
従
前

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
回
は
、
ア
カ
ギ
小
径
木

の
伐
倒
、
稚
幼
樹
の
抜
き
取
り
、
近
い
将

来
そ
の
名
の
と
お
り
「
桑
の
木
山
」
に
回

復
す
る
こ
と
を
願
っ
て
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ

な
ど
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
予
定
し
た

原
生
植
生
の
回
復
作
業
を
精
力
的
に
取
り

組
み
、
怪
我
す
る
こ
と

も
な
く
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
の
酢
の
物
、

タ
コ
ノ
キ
の
実
の
味
噌

な
ど
小
笠
原
な
ら
で
は
の
手
料
理
に
よ
る

歓
迎
と
以
前
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加

し
た
折
り
に
作
っ
た
詩
に
島
民
の
方
が
曲

を
つ
け
て
演
奏
す
る
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
8
日
の
天
候
は
晴
れ
、
最
高
気
温

は
28
度
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、

体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
乳
房
山
登
山
、
ア
カ

ギ
を
材
料
に
し
た
箸
作
り
に
加
え
、
夕
方
、

夕
日
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
幸
運
に
も

水
平
線
上
の
わ
ず
か
な
す
き
間
に
は
雲
が

か
か
っ
て
お
ら
ず
、
太
陽
が
沈
む
間
際
グ

リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
観
察
す
る
な
ど
母

島
の
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
の

言
い
伝
え
ど
お
り
皆
幸
せ
に
な
れ
ま
す
よ

う
に
！

11
月
9
日
、
母
島
か
ら
の
船
で
は
、
イ

ル
カ
の
ジ
ャ
ン
プ
と
カ
ツ
オ
ド
リ
の
ダ
イ

ブ
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

10
日
に
無
事
竹
芝
桟
橋
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。今

年
の
参
加
者
は
、
昨
年
の
参
加
者
が

友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
約
1
．
5
倍
に
増
え
ま
し

た
。
一
航
海
6
日
間
の
時
間
と
約
10
万
円

の
費
用
を
か
け
て
ま
で
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
た
理
由
、
そ
れ
は
小
笠
原
に
対
す
る

熱
い
思
い
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い

は
母
島
の
皆
さ
ん
と
一
体
感
を
生
み
、
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
盛
り
上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て

あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（５）平成２１年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６９号

ボランティアの皆さん

アカギ稚幼樹の抜き取り

小
笠
原
諸
島
母
島
へ
の

エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施

オガサワラグワなどを植栽

ハイビスカスの酢の物

グリーンフラッシュ



草
津
温
泉
は
昔
か
ら
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
て
き
た
温
泉
地
で
す
。

入
浴
者
は
遠
方
か
ら
草
津
を
訪
れ
、
江

戸
時
代
か
ら
長
く
続
い
て
い
る
入
浴
方
法

を
自
然
発
生
的
に
学
び
、
そ
の
入
浴
法
は

改
良
を
重
ね
な
が
ら
現
代
へ
と
続
い
て
い

ま
す
。

今
、
国
に
お
い
て
も
長
寿
社
会
に
対
応

す
べ
く
「
癒
し
」
「
休
養
」
「
健
康
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
手
法
で
地
方
自

治
体
の
支
援
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

草
津
町
で
は
既
存
の
「
温
泉
、
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
」
か
ら
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
追
加
「
温
泉
と
森
林
を
含
む
健
康
づ
く

り
」
に
注
目
し
、
今
年
、
平
成
21
年
度
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
応
募
し
、
8
月
に
は

生
理
検
証
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
22
年

3
月
に
発
表
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

草
津
森
林
療
法
協
議
会
は
平
成
16
年
12

月
に
草
津
町
、
草
津
温
泉
観
光
協
会
、
吾

妻
森
林
管
理
署
な
ど
で
発
足
し
、
現
在
の

会
員
数
は
１
２
０
名
で
、
こ
れ
ま
で
も

「
草
津
森
の
癒
し
ト
レ
ー
ナ
ー
」
の
養
成

や
先
進
地
の
見
学
、
地
域
で
の
研
修
会
、

イ
ベ
ン
ト
等
に
と
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
「
草
津
森
の
癒
し
ト
レ
ー
ナ
ー
」

の
養
成
は
、
自
然
関
係
24
時
間
、
医
療
関

係
24
時
間
の
養
成
講
習
を
開
催
し
、
草
津

町
長
か
ら
「
歩
み
入
る
者
に
や
す
ら
ぎ
を
、

去
り
ゆ
く
者
に
幸
せ
を
」
の
町
民
憲
章
、

初
代
湯
の
華
会
会
長
市
川
薫
さ
ん
の
「
も

て
な
し
の
心
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
、

上
原
巌
先
生
、
降
矢
英
成
先
生
、
地
元
の

松
岡
、
布
施
先
生
な
ど
各
部
門
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
招
い
て
行
い
、
こ
れ
ま
で
62
人

の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備
と
し

て
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ス
（
歩
道
）
の
チ
ッ
プ

敷
き
な
ど
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

会
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
春
と
秋
に
行
う
一

般
の
方
を
対
象
と
し
た
「
森
の
癒
し
と
散

策
」
と
、
ト
レ
ー
ナ
ー
等
を
対
象
と
し
た

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
で
す
。

最
近
は
草
津
町
の
健
康
づ
く
り
へ
の
協

力
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、
農
林
大
学
校
や

健
康
づ
く
り
大
学
へ
の
協
力
な
ど
で
す
。

今
後
の
課
題
は
、
全
国
有
数
の
温
泉
地

と
し
て
、
草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
な
ど

と
連
携
し
た
森
の
癒
し
の
実
践
活
動
の
充

実
と
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
対
応
で

き
る
組
織
づ
く
り
で
す
。

組
織
の
課
題
と
し
て
は
、
①
会
員
の
会

費
徴
収
の
実
現
②
草
津
、
森
の
癒
し
ト
レ
ー

ナ
ー
の
充
実
③
事
務
局
体
制
の
整
備
で
す
。

草
津
の
周
辺
は
全
て
国
有
林
で
そ
の
多

く
が
国
立
公
園
特
別
地
域
で
す
。
「
良
好

な
自
然
を
」
維
持
し
な
が
ら
森
の
癒
し
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２１年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６９号（６）

コマクサ学習で講師を務める著者

ロイヤルコース（歩道）のチップ敷きでの参加者

スキルアップ口座（巨木の森のトチノキ）

スキルアップ口座のひととき



私の勤務する西郷森林事務所は、福島県南

部の白河市内（白河支署内）に所在し、東北

地方で第２位の長さを誇る阿武隈川、その源
流が流れる西郷村を中心とする国有林約5,20

0㌶を管理しています。

管理している国有林は地域によって特徴が

あり、西郷村北東部ではスギ・ヒノキ等の人

工林が多く、一方、西部では日光国立公園や
大川羽鳥県立自然公園といった指定地域があ

り、ブナなどの天然林が広く分布しています。
管内には自然豊かな山々があり、特に栃木

県境には甲子山や旭岳といった標高1,500㍍を

超える山が、甲子連山を形成しています。こ
れらの山は登山道が整備され、地元山岳会が

永きに亘って活動しており、毎年多くの登山

者が訪れています。

阿武隈川源流沿いには、福島の遊歩道50選

の一つである新甲子遊歩道があり、渓流を望
みながら、春の新緑や秋の紅葉など自然を堪

能 す る こ と が で き ま す 。 ま た 、 途 中 に は 、

「 森 の 巨 人 た ち 百 選 」 の 一 つ と な っ て い る
「剣桂（けんかつら）」の大木があります。

樹齢約370年、樹高約35mの雄大な姿を誇るこ
の木の名は、かつて出没する鬼神を剣をもっ

て大木に封じた事に由来すると言われ、神の

依り代として祀られています。

西郷村には、昨年9月に栃木県へ抜ける有料道路が無

料化され、県内2位の長さとなる甲子トンネルが開通し
て、福島県の会津地方と直接行き来できるようになり

ました。開通前には記念事業のトンネルフリーウォー

クに3,000人以上の人が集まり賑わいを見せました。

管内には登山などの入林者が多いことから、遭難対

策として、毎年夏と冬に消防や警察等と連携して遭難
救助訓練が行われます。参加し感じたのは救助の困難

さでした。救助ヘリは着陸場所が限られるうえ、濃霧
時には飛行自体困難となります。負傷者の下山には5～

6人がかりでも苦心します。地元山岳会の方の「救助は

困難な場合も多い。だからこそ遭難・負傷を防ぐため、
何より登山前の準備が大切だ。」という言葉が最も大

切な事ではないかと感じました。

森林官は、地元との窓口であり、同時に守るべき国

有林を最も身近に感じられる業務だと思います。これ

から先職務が変わっても、守るべき国有林の姿を決し
て忘れないように、日々の業務に取り組んでいきたい

と思います。

（７）平成２１年 １２月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６９号

福島森林管理署 白河支署 西郷森林事務所 森林官 大田 和行

樹齢約370年の剣桂（けんかつら）

大勢で賑わうトンネルフリーウォーク

雄大にそびえる甲子連山



神奈川県の屋根といわれる丹沢山地は、県北

西部に位置する東西約40㎞、南北約20㎞に及ぶ

山塊で、最高峰の蛭ヶ岳(1,673㍍ )を始めとす

る六十数座もの千㍍級の山々が連なり、重なり

合っています。

百名山の丹沢山(1,567㍍ )は、この山塊に座

していますが、「日本百名山」の著者はその中

で、「私が百名山の一つに丹沢山を取り上げた

のは、個々の峰ではなく、全体としての立派さ

からである」と著しています。そもそも、丹沢

山とは、丹沢中央部に連なる山群の総称であっ

たといわれています。

かつての山岳信仰の地も、今は国定公園等に指

定され、憩いの場に。山塊の主脈に接する国有林

も全域(約1,300㌶)が丹沢自然休養林に指定され、

多くの人々に親しまれています。

入山者数が年間30万人にも達し、首都圏の貴重

なオアシスとなっている丹沢山塊ですが、近年、

ブナの立枯れやシカの食害による林床植生の衰退、

登山道周辺林内の踏圧による表土流出などの問題

が顕在化しています。

このため、現在、東京神奈川森林管理署では、

自然休養林に相応しい森林として整備することと

して、土壌流出防止対策(丸太筋工)やシカ食害防

止対策(柵設置)、間伐などに取り組んでいるとこ

ろです。

早春のサクラソウに始まり、初夏のシロヤシオ

やサラサドウダン等の花々、霧氷の衣をまとう冬

季と、四季を通じて訪れる者を魅了してやまない

丹沢山塊。いつまでも人々の心に残る百名山であっ

てほしいものです。

（東京神奈川森林管理署広報広聴連絡官）
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蛭ヶ岳と黄葉

平成２１年 １２月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６９号（８）

丹沢山塊（蛭ヶ岳）

た ん ざ わ や ま

サラサドウダン
シロヤシオ

関東森林管理局に関する情報につきましては、これまでのホームページ、広報誌等によ

る提供に加え、12月から希望する方々のパソコン向けに直接電子メールにより情報提供す

るメールマガジン「関東森林管理局メールマガジン」を発行することになりました。

内容は、森林づくりに関する様々な話題や森林・林業に関するイベント情報などで、毎月

月初めに発行します。

どなたでも無料でご利用いただけますので奮ってご登録ください。

メールマガジンの登録は、関東森林管理局ホームページから行えます。

アドレス http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/koho/mailmaga/mailmaga.html


